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カキ殻処理

カ
キ
殻
破
砕
機
の
活
用
状
況

販
売
先
の
確
保
に
め
ど

生駒利治議員

漁
業
廃
棄
物
対
策

廃棄物処理場の管理運営の状況
大沢・山田地区で埋め立て処分

町の考えを聞く

質
問

漁
業
廃
棄
物
の
処
理

対
策
に
つ
い
て
次
の
点
を
問
う
。

①
今
年
度
よ
り
町
が
管
理
す
る

こ
と
と
な
っ
た
カ
キ
殻
な
ど

の
廃
棄
物
処
理
場
の
管
理
運

営
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

②
養
殖
業
者
が
管
理
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
仮
置
場
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　

①
処
理
場
で
あ
る
旨
の
看
板
を

設
置
し
、
施
錠
し
て
立
ち
入

り
を
制
限
し
て
い
る
。
貝
殻

の
処
理
は
、
北
地
区
に
大
沢

漁
協
養
殖
業
者
の
貝
殻
を
、

中
地
区
に
山
田
湾
漁
協
養
殖

業
者
の
貝
殻
を
埋
め
立
て
処

分
し
た
。

②
シ
ー
ズ
ン
前
の
た
め
殻
の
量

も
少
な
く
、
お
お
む
ね
良
好

に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

質
問

北
地
区
と
中
地
区
の

具
体
的
な
処
理
数
量
と
手
数
料

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

内
田
水
産
振
興
主
幹

北
地

区
の
大
沢
漁
協
は
三
十
二
台
で

七
万
六
千
八
百
円
、
中
地
区
の

山
田
湾
漁
協
で
は
、
七
十
台
の

十
六
万
八
千
円
で
そ
れ
ぞ
れ
処

理
済
で
あ
り
、
四
�
車
一
台
あ

た
り
四
千
二
百
円
で
あ
る
が
、

昨
年
度
の
漁
獲
減
で
出
荷
量
の

低
減
と
い
う
特
殊
事
情
を
考
慮

し
て
、
手
数
料
は
割
引
し
て
請

求
し
て
い
る
。

質
問

カ
キ
殻
処
理
対
策
に

つ
い
て
次
の
点
を
問
う
。

①
織
笠
漁
協
で
一
部
補
助
を
受

け
て
導
入
し
た
カ
キ
殻
破
砕

機
の
性
能
と
活
用
状
況
は
。

②
大
沢
漁
協
で
計
画
し
て
い
た

カ
キ
殻
等
堆
肥
施
設
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

沼
崎
町
長
　

①
機
械
は
六
月
に
納
入
さ
れ
、

破
砕
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

機
械
の
作
業
性
は
、
若
干
改

良
の
余
地
が
あ
る
が
、
破
砕

さ
れ
た
殻
は
細
か
く
、
満
足

で
き
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

販
売
先
と
し
て
紫
波
町
の

堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
考
え
て
お

り
、
紫
波
町
で
も
カ
キ
殻
混

入
堆
肥
に
期
待
し
て
、
試
験

用
の
殻
を
引
き
取
り
に
来
町

し
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

紫
波
町
の
成
功
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
用
途

の
開
拓
を
支
援
し
た
い
。

②
県
単
独
事
業
の
「
岩
手
県
産

業
・
地
域
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
推
進
事
業
」
に
応
募
し
た

が
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

再
度
の
応
募
に
向
け
堆
肥
の

試
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

織笠漁協で導入したカキ殻破砕機


